
人権教育に関する特色ある実践事例 

 

基準の観点 
学校全体として人権尊重の視点に立った学校づくりが組織的かつ効

果的に進められている実践事例 

 

１．基本情報 

○都道府県名及び市町村名  

山梨県山梨市 

○学校名 

山梨県立日川高等学校 

○学校のＵＲＬ 

http://www.hikawa.kai.ed.jp/ 

 

２．学校紹介 

○学級数 

【普通科】全学年各７学級        【合計】２１学級 

○児童生徒数 

【全生徒数】８２７人（平成２３年１１月１日現在） 

（内訳：１年生２７８人、２年生２７７人、３年生２７２人） 

○学校の教育目標、人権教育に関する目標など 

【学校の教育方針】文武両道の教育を推進する 

【目指す生徒像】「人間としての在り方生き方を意欲的に追究する生徒」「人生をよ

りよく生きようと努める生徒」「自ら磨き、高めようとする生徒」

「自ら考え、判断し、行動できる生徒」 

【人権教育に関する指導重点】「人間としての在り方生き方についての自覚を深め、

自己実現を図る能力や態度、豊かな人間性と社会性、創造性を育む」 

○人権教育にかかる取組の全体概要 

○学校の教育活動全体を通じて実践 

＊道徳教育の充実に向けた取り組みとして実施した。結果として「学校全体として

人権尊重の視点に立った学校づくりが組織的かつ効果的に」進められた。 

・各教科で「人間としての在り方生き方を深め、心を育てる授業」を実践する。 

・特別活動（HR 活動・生徒会活動・学校行事）、部活動のそれぞれの場面で目標設定

し実践する。「自己を生かしお互いを理解しあう」、「規律の遵守、思いやり」「帰

属意識、感謝と思いやり」等。 

・進路、年次、生徒指導で「自らを磨き、高める生徒の育成」のための連携。 

○保護者・同窓会、地域との連携 

・生徒理解と支援のための協力体制の確立。地元に貢献できる人材の育成。 



３．特色ある実践事例の内容 

◆ 各教科における「人間としての在り方生き方を深め、心を育てる授業」の取組 

（取組のねらい、目的） 

・学校の教育活動の中心は各教科の授業である。生徒にとっては、授業は学校で過ご

す時間のうち、最も多くの部分である。各教科の授業内で「人間としての在り方生

き方を深め、心を育てる授業」を行うことは、学校の主たる部分で人権に配慮した

取り組みが実践されることと考え実施した。 

（取組を始めたきっかけ） 

・普通科高校における人権教育の取り組みを探る中で、生徒にとって、主たる学校生

活である各教科の授業の活用が必要だと考えた。 

（取組の内容） 

・全教師「１人１指導案１実践」に取り組む。 

 

＊表内では、ロングホームルームをＬＨＲ、「総合的な学習の時間」を「総合」と示す。 



◆ LHR（ロングホームルーム）と「総合的な学習の時間」の活用の取り組み 

（取組のねらい、目的） 

・学校教育における人権教育の目標の一つである「自分の大切さとともに他の人の大

切さを認めることができるようになる」ための実践として、学級単位での取り組み

を充実させた。 

（取組を始めたきっかけ） 

・各教科では不十分な部分を、全校で取り組むための教育課程上の位置づけとして、

LHR と「総合的な学習の時間」を活用することとした。 

（取組の内容） 

・LHR と「総合的な学習の時間」を一部利用して、学級の中での他者理解、自己理解を

目的とした活動を展開した。 

・エンカウンターを利用した話し合い、ブレーンストーミングを利用した意志決定方

法、マインドマップを利用した将来設計を実施。 

・以下は 1年次計画の一部抜粋 

 

・以下は 2年次計画の一部抜粋 

 

◆1 部 1 ボランティア活動（地域貢献）の取り組み 

（取組のねらい、目的） 

・教育方針に、「文武両道の教育を推進する」を掲げた本校は、部活動が大変盛んであ

る。学年を超えた部活動単位で、地域に出てのボランティア活動の実践により、学

校教育における人権教育の目標の一つである「・・具体的な態度や行動に現われる



ようにすること」の実現と、人権教育を通

じて身に付けたい資質・能力の育成につな

げる。 

（取組を始めたきっかけ） 

・生徒が主体的に取り組めることを考え

て、部活動単位での実践を試みた。 

（取組の内容） 

・体操部：幼稚園、子どもクラブの子ども

たちの指導 

・陸上競技部：県陸上競技場での試合後の

スタンドのゴミ拾い 

・語学部：姉妹校（KLB 校）と日川小学校を訪問し、交流を深める。等 

 

４．実践事例の実績、実施による効果 

（取組の実績） 

・各教科授業担当、学級担任（LHR、総合的な学習の時間）、部活動顧問、その他学校

行事等に関わる全教職員で、「人間としての在り方生き方の自覚を深める～自らを磨

き、高める生徒の育成をめざして～」進めたことがもっとも大きな実績である。全

教職員の意識が高まり、すべての関係者の人権が尊重されている教育の場としての

学校・学級が保障された。その環境の中から、生徒自身が人権に関する知的理解・

人権感覚・人権に関する意識・態度、実践力等を身に付けていった。生徒たちは「互

いに支え合い、周囲の人たちに感謝する」態度を日頃の活動から学び、さらに実践

する意欲を高めることができた。さまざまな場面の生徒の感想文からも伺える。（以

下、一部抜粋） 

「入学してから 6ヶ月、楽しいと思っていた日もあるし、地獄のような日もあった。

そんな中で支えてくれた親、先生、友達。・・クラスの中の空いた席について考える。

その席でない人のものが置いてあるときがあるけど。席はいつでもこられるように

しておくべきと思う。」 

「人は目に見えるものや結果だけで物事を判断しがちだけど、本当に大切なものは

目に見えないところにあり、それを心の目、耳で感じることが大切」 

「損か得かは考えない。気づいたらとにかく行動」 

 

５．実践事例についての評価 

（取組についての評価、及びその理由） 

・学校教育全体を再検討し、教職員全体で取り組む体制が確立された。授業、特別活

動、部活動、年次、進路等という生徒にとって、関わりの深い様々な場所で意識的

に「心づくり」がなされた。生徒の日頃の言動に成果が見て取れる。 

・保護者や地域住民からの反応もボランティア活動への感謝など、評価は高い。 

・学校評価等で、評価の数値化を行うことは今後の課題である。 

 



 

【 人権教育の指導方法等に関する調査研究会議によるコメント 】 

山梨県立日川高等学校 

教育活動全体を通じた取組となるよう,①各教科の授業に「人間としての在り方生き

方を深め,心を育てる」ことを基本に据えて,全教師「１人１指導案１実践」を実施する,

②各教科では不十分な部分を補うため,「ＬＨＲ」と「総合的な学習の時間」を活用し

て「他者理解」,「自己理解」を目指した話し合い等の活動を全校で展開する,③部活動

が盛んな校風を生かし,学年を超えた部活動単位で地域に出て,人権教育が具体的な態

度や行動に現れるように,「１部１ボランティア活動」（地域貢献 ‒ 体操部による子供

たちの指導,陸上競技部の競技場清掃,語学部による小学校等訪問交流など）を実施す

る,の３点を組み合わせた事例である。 

全教職員の意識が高まり,生徒自身が人権に関する知的理解や意識,実践力等を身に

付けてきた様子がうかがえる。 

学校,地域,学校校種等が連携・協力して人権教育に取り組んだ示唆に富む事例であ

る。 

 

 


